
最近、よく耳にする自動車事故。

「ブレーキを踏んだけど止まらなかった」「逆走」「信号無視」等々、他人を巻き込んでの死亡事故に繋がり、これか

ら輝く未来を持った子供や若い世代の命を突然奪うことになる 毎日のように、いろんな場所で同じような痛ましい交

通事故がニュースで流れます。これは他人事ではありません。自動車運転免許を持っている全員が、常に意識して安全

運転に努めなくてはいけませんね。事業者としても利用者様を送迎することがあるので、運転に細心の注意を払うこと

は当たり前ですが、まずは一個人が気を付けないといけません。それでも、運転していて最近びっくりすることが多い

です。堂々と信号無視をしている車とか、極端に止まりそうな速度で運転している車とか、国道で急にUターンする車

とか、直進車が来てるのに突然割り込んできたり等々。残念ながら私が目にしたのは、ほぼ高齢者の方の運転でした。

当のドライバーは、危なかったことすら気づいてない様子です。先日、義母は運転免許を返納しました。一緒に生活し

ていれば、視野が狭くなっていることがわかりますから、家族はずいぶん前から危ないと言ってました。ようやく返納

してくれてホッとしました。現状、自動運転にはまだ整備が整っていません。整うことを待っていては犠牲者が増える

ことは間違いないでしょう。

危ないと感じたら、即免許返納という世の中に早くなり、令和の時代は痛ましい事故が減ることを切に希望します。

運転に自信ありますか？
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平成30年度のグループホームたかせは、定員7名のとこ
ろ、7名から現在6名の方が利用されています。

夏には、栗城ドリームファーム様からの、トマトのへ
た取り作業を請け負い、わずかな期間ではありましたが、
障がい者の職業能力の開発や雇用機会の拡充を支援する
活動をすることができました。
現在直面している課題としましては、障がい者とはい

え、高齢社会に半分足を突っ込んでいるような状態で、
長い距離を歩くことが困難な方も多く、全員でお出かけ
する機会がなくなったことです。
特に女性は、筋肉の衰えが顕著に目立つ傾向にあります。
何事も己の努力次第。本人がやる気を見せないとダメな
んです。やる気スイッチがあれば押してあげるんですけ
ど(笑)

また、昨年度もたくさんの方から、いろんな形でご支
援をいただきました。大変ありがとうございました。今
後も、安心して生活できる住環境を提供しつつ、障がい
を持っていても、自立した生活ができるよう支援してい
きたいと思っておりますので、どうぞ末永く見守ってい
ただけますようお願いいたします。
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お誕生会

3月生まれの方 4名
年齢 内緒
ケーキと芳香剤のプレゼントです。

いつもでも若々しく令和の時代を駆け巡りましょう！！

特定非営利活動法人憩いの家
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